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排水の処理技術並びに最適処理プロセスの開発・確立は急を要する研究課題であろう。また比較的
排水量の多い低濃度水銀廃水の効果的な処理方法や，排出基準に定められている水質項目の連続計
測技術等も現状では確立されておらず，主要な研究課題といえる。
　これらの課題は，全国的には前述した大学等廃棄物処理施設協議会を中心にした取組みが期待さ
れている。また「大学における廃棄物処理と環境科学教育」に関しては，文部省科学研究費・特別
研究・環境科学・検討班で，昭和56年以来継続して検討が行われており，その成果は毎年研究報告
集にまとめられている。また各大学の廃棄物処理施設に関係した方達の処理技術に関する研究報告
も活発に行われるようになってきている。
　本学においても，文部省大学教育方法等改善プロジェクトチーム（代表者・教養部　岩知道　正
教授）で，大学の環境保ぜ）という小冊子がまとめられ，教養部での学生の環境科学教育に利用さ
れている。また同時に作製されたビデオ・岡山大学の環境管理システム3）は，環境管理センターを
中心とした環境科学教育に利用されている。その他センターを中心に処理施設を活用したいろいろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）な環境科学教育への取組みが行われている。
　しかし本学の場合表3に示す排出水の水質分析の結果からみて，環境管理センターの施設並びに
センターを中心とした教育面に於てもまだ充分とはいえないように思える。この問題の解決のため
に急がねばならない対策としては，まずpHに関してはPH調整槽を設けるなど設備の整備が必要であ
ろう。また水質分析の頻度もできる限り多くして，センターによる水質監視をより充分なものにし
なければなるまい。そして場合によっては図1に点線で示す前述の処理施設の新設を検討する等，
施設面の改善の必要があろう。
　他方，現在環境管理センターの教職員は各入がそれぞれ特定の研究課題を持ち，研究会を行うな
どして研鐵を積んでいるが，より一層環境科学に関する研究を深め，現施設では処理の難しい廃棄
物の処理方法・装置の開発や廃棄物の再資源化技術の確立等未解決な問題の研究を進め，各部局個
々の排出源における原点処理並びに環境科学教育をより徹底するよう個々の排出源と協力して行う
ことが重要であろう。またこのためには環境管理センターの人的・物的両面での全学的なご支援が
是非とも必要で，皆様のご協力を紙面をおかりしてお願いする次第です。
引用文献
1）　白須賀公平，正項英司，高月　紘，高橋照男，谷口　宏，早野茂夫，山田浩司：大学，研究機
　関，医療機関などで発生する有害廃棄物の排出動態の調査とその評価（1），②，大学等廃棄物処理
　施設協議会会報，第2号，38（1985），第3号，11（1986）
2）岡山大学・環境科学教育方法改善プロジェクトチーム，大学の環境保全（岡山大学環境管理シ
　ステム）（1985）
3）山陽映画，岡山大学の環境管理システム（1985）
4）野分俊夫，伊永隆史，高橋照男：廃水処理施設を活用した環境科学教育について，大学等廃棄
　物処理施設協議会会報　第1号，　24（1984）
8
